












おわりに 

(1)Sepsis score 試案 2の Prospective な検討を行なった。 

①感染症以外の偽陽性(Score≧7.5)率は,26.5%であり,Asphyxia,RDS の順に多かった。 

②偽陰性(Score<7.5)率は 2.3%(4 例)認めたが,Score の経時的変動で,7.5 をこえる症例は

はなかった。 

③血液培養時の Sepsis score と治療法による重症度の Grade は有意な相関を認めた。 

(2)Sepsis score の敗血症のscreening法として有用性が確認できた。 

また,重症度の客観的指標としても応用できると思われた。 


